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特集

長
年
の
悲
願

阿
智
村
に
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

「山本インターから眺む」直進にトンネルが掘られます

事 業 名 国道153号 飯田南バイパス
事業区間 飯田市竹佐～

飯田市北方（延長 4.5ｋｍ）

飯田南バイパス事業化

トンネルは旧国鉄中津川線のトンネルを
利用し、拡幅して将来的に全線 4 車線
化となります。

　
国
土
交
通
省
飯
田
国
道
事
務
所
は
3
月
31
日
、
飯
田
市
山
本

－

北
方
間
で
整
備
す
る
国
道
１
５
３
号
「
飯
田
南
バ
イ
パ
ス
」

を
今
年
度
、
新
事
業
化
す
る
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
全
長
4
・

5
キ
ロ
。
全
体
事
業
費
を
約
３
５
０
億
円
、
計
画
交
通
量
は
１

日
あ
た
り
約
2
万
６
５
０
０
台
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事

業
化
は
当
村
に
と
っ
て
、
大
変
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
予
想
さ

れ
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、
観
光
に
利
用
さ
れ
る
方
が
多
く
、 

将
来
の
村
づ
く
り
に
明
る
い
希
望
が
持
て
ま
す
。
7
～
10
年
後

の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
事
で
す
。
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特集

①現道 153 号から飯田南バイパスへ転換する事により
混雑の緩和

②交通混雑を原因とする交通事故の減少が図られる
③移動時間の短縮によりリニア駅を中心としたアクセス

強化を図り、物流、観光振興を支援

リニア長野県駅
（仮称） 昼神温泉

出典：ITARDA事故統合DB（H29～R2）
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死傷事故件数が
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現況 バイパス整備後
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【現 況】 ETC2.0プローブ情報（2022年10月平日平均7時台）を用いて算出
【整備後】未開通区間（飯田南バイパス）は規制速度60km/hとして算出

【現 況】 ITARDA事故統合DB（H29～R2）
【整備後】人身事故算定式に基づき算出
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山本小学校北交差点-飯田IC西交差点区間

件

件

飯田市飯田山本IC
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至至 塩尻

至至至

名
古
屋

リニア中央新幹線

長野県駅
（仮称）

昼神温泉

阿智村

現況ルート
バイパス整備後ルート

出典：飯田市

飯田市役所～阿智村役場の車両走行速度

50

現況

【現　況】ETC2.0プローブ情報
　　　　 （2022年10月平日平均7時台）
　　　　　を用いて算出
【整備後】未開通区間（飯田南バイパス）は
　　　　　規制速度60km/hとして算出

バイパス
整備後

40

30

20

10

0

車
両

走
行

速
度

（
km

/h
)

写真１ 国道153号の渋滞状況
（飯田IC西交差点下り7時台）

至 飯田IC西至 飯田IC西

至 飯田山本IC至 飯田山本IC

約９ 向上

　飯田市、阿智、 平谷､ 根羽村などの行政、 議会、 
経済界、 地元住民らで作る飯田南バイパス期成同
盟会の活動として、 毎年数回にわたり、 国土交通
省、財務省､ 中部地方整備局、 飯田国道事務所な
どに要望し、 国会、県議会議員の先生方のご協力
により、運動を続けています。 生活道路として、 
リニアのアクセス道路として現地視察もして頂き、 
やっと長年の地域の要望が実り、 第一歩を踏み出
すことができました。幻の国鉄中津川線のトンネ
ルを拡幅しての、 飯田南バイパス。中津川線が実
現していれば、もしかしたら中央道が違う所を走っ
ていたかもしれませんし、南バイパスもなかったか
もしれません。 歴史の不思議さを感じます。

こんな効果が
あります…

長年の要望が実りました

◆交通安全の確保

◆物流・観光振興の支援

◆混雑緩和による交通の円滑化

令和５年１月25日 国交省へ要望

※資料提供　国土交通省飯田事務所
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参
事
兼
環
境
課
長
兼
下
水
道
係
長

　
櫻
井　
　
健
（
環
境
課
長
）

民
生
課
長

　
原　
　
　
満
（
教
育
委
員
会
課
長
補
佐

兼
保
育
園
総
園
長
）

議
会
事
務
局
長

　
熊
谷　
朋
宏（
出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者
）

出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者
兼
徴
収
係
長

　
佐
々
木
孝
彦
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

ま
ち
づ
く
り
企
画
係
長
兼
商
工
係
長
）

出
納
室
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長

　
征
矢
佐
賀
美
（
出
納
室
課
長
補
佐
兼
徴

収
係
長
）

環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長

　
原　
　
祐
樹
（
環
境
課
長
補
佐
兼
下
水

道
係
長
）

教
育
委
員
会
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長

　
井
原　
祐
次
（
教
育
委
員
会
課
長
補
佐

兼
社
会
教
育
係
長
兼
公
民
館
係
長
）

総
務
課
長
補
佐
兼
企
画
情
報
係
長

　
塩
澤　
　
寛（
総
務
課
企
画
情
報
係
長
）

民
生
課
長
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長

　
石
原　
哲
成
（
民
生
課
保
健
セ
ン
タ
ー

係
長
）

総
務
課
浪
合
振
興
室
長

　
下
山　
和
幸
（
環
境
課
環
境
係
長
）

商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
企
画
係
長
兼
商

工
係
長

　
河
合　
一
成
（
出
納
室
税
務
係
長
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

　
中
里　
信
之（
教
育
委
員
会
公
民
館
係
）

保
育
園
係
長 

総
園
長

　
沖
村　
信
繁
（
教
育
委
員
会
）

環
境
課

　
木
下　
恭
彦（
総
務
課
清
内
路
振
興
室
）

協
働
活
動
推
進
課

　
渡
辺　
飛
武
（
建
設
農
林
課
）

総
務
課
清
内
路
振
興
室

　
大
嶋　
大
地
（
総
務
課
付
き
高
森
町
派

遣
）

協
働
活
動
推
進
課

　
櫻
井　
拓
巳
（
総
務
課
浪
合
振
興
室
）

総
務
課

　
井
原
喜
志
美
（
総
務
課
付
き
長
野
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

教
育
委
員
会

　
村
田　
浩
一
（
民
生
課
）

出
納
室

　
井
原　
吉
貫
（
協
働
活
動
推
進
課
）

環
境
課

　
飯
塚
真
太
郎
（
商
工
観
光
課
）

総
務
課
付
き
長
野
県
派
遣

　
山
本　
貴
史
（
民
生
課
）

建
設
農
林
課

　
肥
後　
直
斗
（
環
境
課
）

あ
ふ
ち
保
育
園
長

　
北
沢　
優
子
（
あ
ふ
ち
保
育
園
未
満
児

主
任
）

あ
ふ
ち
保
育
園
未
満
児
主
任

　
吉
澤
菜
都
美
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

あ
ふ
ち
保
育
園

　
清
水　
智
佳
（
清
内
路
保
育
園
）

伍
和
保
育
園
主
任

　
井
原　
　
葵
（
伍
和
保
育
園
）

人
事
異
動

村
職
員
（　
）
内
は
旧
任

新
規
採
用
職
員

　
新
規
採
用
職
員
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

総
務
課
治
部
坂

別
荘
管
理
事
務
所　

近
藤　
光
正

教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
室

古
田　
一
成

智
里
東
保
育
園

三
沢
あ
か
り

あ
ふ
ち
保
育
園

原　
百
合
菜

あ
ふ
ち
保
育
園

田
辺　
彩
花

伍
和
保
育
園

　
唐
澤　
智
也

教
育
委
員
会

公
民
館塚

田　
貴
之

阿
智
村
長

環
境
課樋

口　
　
湊

商
工
観
光
課

　
下
嶋　
　
毅

智
里
西
保
育
園

　
井
原
菜
々
美
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

清
内
路
保
育
園

　
金
子　
優
希
（
智
里
西
保
育
園
）
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<

令
和
４
年
度
末
転
退
職
教
職
員>

（　
）
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

校
長　
松
澤　
　
徹　
退
職

（
阿
智
村
教
育
委
員
会
）

教
頭　
永
井　
　
亮

（
茅
野
市
立
米
沢
小
学
校
）

教
諭　
太
田
五
十
鈴

（
松
本
市
立
芝
沢
小
学
校
）

県
費
講
師　
原　
　
孝
弘

（
豊
丘
村
立
豊
丘
南
小
学
校
）

県
費
講
師　
片
桐　
智
子　
退
職

（
阿
智
中
学
校
）

県
費
講
師　
宮
井　
克
彦

（
飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
）

養
護
教
諭　
滝
澤
千
保
美　
退
職

（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

教
頭　
阿
部　
恵
二

（
茅
野
市
立
金
沢
小
学
校
）

教
諭　
塩
澤　
ゆ
い（

飯
田
市
立
鼎
小
学
校
）

再
任
用
フ
ル　
小
原　
　
勝

（
飯
田
市
立
松
尾
小
学
校
）

教 

職 

員

用
務
員　
原　
　
裕
一　
退
職

【
阿
智
中
学
校
】

教
諭　
宮
下　
征
司

上
田
市
立
本
原
小
学
校
（
教
頭
昇
任
）

教
諭　
水
野　
真
澄

北
信
教
育
事
務
所
（
指
導
主
事
）

教
諭　
岩
崎　
宏
紀

（
下
條
村
立
下
條
中
学
校
）

教
諭　
塩
川　
瑞
喜

（
飯
田
市
立
緑
ケ
丘
中
学
校
）

再
任
用
フ
ル　
若
林　
隆
俊

（
天
龍
村
立
天
龍
中
学
校
）

県
費
講
師　
都
筑　
彩
花　
新
規
採
用

（
飯
田
市
立
旭
ケ
丘
中
学
校
）

村
費
講
師　
原　
　
瑞
月　
退
職

事
務
長　
清
水　
智
子

（
飯
田
市
立
緑
ケ
丘
中
学
校
）

<

令
和
５
年
度
新
転
任
教
職
員>

（　
）
内
は
前
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

校
長　
鷲
田　
俊
一
（
教
頭
）

（
飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
）

教
頭　
山
岸　
俊
朗

（
諏
訪
市
立
湖
南
小
学
校
）

養
護
教
諭　
尾
野
あ
ず
さ

（
岡
谷
市
立
神
明
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

教
諭　
北
沢　
瑞
樹　
退
職

教
諭　
宮
木　
　
萌

（
松
本
市
立
鎌
田
小
学
校
）

養
護
助
教
諭　
太
田　
和
江

（
飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
）

村
費
支
援
員　
山
本　
秀
子　
退
職

【
浪
合
小
学
校
】

再
任
用
フ
ル　
糊
倉　
健
次

（
飯
田
市
立
竜
丘
小
学
校
）

再
任
用
フ
ル　
福
島　
良
二

（
飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
）

県
費
講
師　
林　
　
法
子

（
飯
田
市
立
竜
丘
小
学
校
）

村
費
支
援
員　
田
村　
沙
織　
退
職

給
食
調
理
員　
下
山
み
さ
を　
退
職

【
清
内
路
小
学
校
】

校
長　
宮
澤　
昭
二

（
阿
南
町
立
富
草
小
学
校
）

教
頭　
熊
谷　
志
帆

（
飯
田
市
立
龍
江
小
学
校
）

県
費
講
師　
齋
藤　
憲
吾　
新
規
採
用

（
茅
野
市
立
玉
川
小
学
校
）

教
諭　
小
嶋　
勇
一 （
飯
田
市
立
三
穂
小
学
校
）

教
諭　
笹
岡　
理
沙

（
駒
ケ
根
市
立
中
沢
小
学
校
）

教
諭　
佐
々
木
富
子

（
喬
木
村
立
喬
木
第
一
小
学
校
）

再
任
用
ハ
ー
フ　
高
階　
広
宣

（
喬
木
村
立
喬
木
第
二
小
学
校
）

再
フ
ル
養
教　
小
林　
和
子

（
豊
丘
村
立
豊
丘
中
学
校
）

県
費
講
師　
田
内
は
る
か

（
根
羽
学
園
前
期
課
程
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

教
頭　
塚
田　
理
行

飯
田
市
立
高
陵
中
学
校
（
教
諭
）

教
諭　
久
保
田
夏
歩

（
中
野
市
立
中
野
小
学
校
）

養
護
教
諭　
橋
部　
奈
緒

（
下
諏
訪
町
立
下
諏
訪
中
学
校
）

県
費
講
師　
伊
藤　
春
音

（
産
育
休
代
替
教
員
事
前
配
置
）

県
費
講
師　
飯
野
美
由
紀

（
高
森
町
立
高
森
南
小
学
校
）

県
費
講
師　
近
藤　
愛
弓

（
育
児
短
時
間
勤
務
補
充
者
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

教
諭　
岡
田　
雛
子　
新
規
採
用

教
諭　
大
内　
玲
子   （
飯
田
養
護
学
校
）
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教育

委員会

の窓

教育

委員会

の窓
◎
令
和
５
年
度
の
教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
村
内
小
中
学

校
の
校
長
、
教
頭
を
紹
介
し
ま
す
。
村
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
願
っ
て
教
育
活
動
に
専
念
し
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
、
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清
内
路
小
教
頭

土
居　
正
城

阿
智
中
学
校
教
頭

玉
置　
研
介

教
育
次
長

川
上　
　
悟

子
育
て
支
援
室
長

島
岡
佐
喜
子

学
校
教
育
専
門
主
事

松
澤　
　
徹

学
校
教
育
専
門
主
事

佐
々
木　
豊

英
語
教
育
専
門
員

両
角　
明
浩

学
校
教
育
係

村
田　
浩
一

学
校
教
育
専
門
主
事

川
上　
清
宏

阿
智
第
一
小
校
長

鷲
田　
俊
一

阿
智
第
二
小
校
長

奥
原　
成
子

浪
合
小
校
長

北
原　
重
一

清
内
路
小
校
長

齊
藤　
圭
子

阿
智
第
一
小
教
頭

山
岸　
俊
朗

阿
智
第
二
小
教
頭

塚
田　
理
行

阿
智
第
三
小
教
頭

中
嶋　
清
治

浪
合
小
教
頭

宮
澤　
由
英

教
育
委
員

塚
田　
宏
子

教
育
委
員

熊
谷　
　
歩

阿
智
第
三
小
校
長

藤
升　
　
覚

教
育
長

黒
柳　
紀
春

阿
智
中
学
校
長

竹
内　
良
之

教
育
長
職
務
代
理

原　
　
勝
人

教
育
委
員

熊
谷　
　
均

再
任
用
フ
ル　
山
下　
憲
一

（
飯
田
市
立
下
久
堅
小
学
校
）

養
護
教
諭　
柴
田　
佑
朱

（
伊
那
市
立
西
箕
輪
小
学
校
）

村
費
支
援
員　
伊
東　
敏
代

（
阿
智
第
一
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

教
諭　
中
村　
晴
佳

（
大
町
市
立
大
町
西
小
学
校
）

県
費
常
勤　
伊
藤　
篤
弥　
新
規
任
用

県
費
講
師　
松
下　
哲
也

（
飯
田
市
立
上
村
小
学
校
）

村
費
支
援
員　
河
西　
静
代　
新
規
任
用

村
費
支
援
員　
吉
川　
　
忍　
新
規
任
用

給
食
調
理
員　
櫻
井　
信
和　
新
規
任
用

【
清
内
路
小
学
校
】

校
長　
齊
藤　
圭
子
（
教
頭
）

（
飯
田
市
立
和
田
小
学
校
）

教
頭　
土
居　
正
城   （
松
本
養
護
学
校
）

教
諭　
関　
耕
一
朗

（
上
田
市
立
傍
陽
小
学
校
）

用
務
員　
原　
　
昭
二　
新
規
任
用

【
阿
智
中
学
校
】

教
諭　
知
久　
民
子

（
飯
田
市
立
飯
田
東
中
学
校
）

教
諭　
原　
　
勇
二

（
飯
田
市
立
飯
田
西
中
学
校
）

教
諭　
江
木
孝
太
郎

（
豊
丘
村
立
豊
丘
中
学
校
）

教
諭　
平
塚　
真
子　
新
規
採
用

県
費
講
師　
伊
東　
直
美

（
松
川
町
立
松
川
中
学
校
）

県
費
講
師　
武
井　
周
作　
新
規
任
用

県
費
講
師　
渡
邊　
昌
俊

（
駒
ケ
根
市
立
東
中
学
校
）

県
費
講
師　
福
澤　
伶
薫　
新
規
任
用

村
費
講
師　
和
出
龍
之
介

（
阿
南
町
立
阿
南
第
一
中
学
校
）

村
費
支
援
員　
片
桐　
智
子

（
阿
智
第
一
小
学
校
）

事
務
長　
滝
澤　
純
子

（
飯
田
市
立
追
手
町
小
学
校
）
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　この条例は、野立ての太陽光発電設備に関して、地域の安全や環境の保全を図ることと、太陽光発電設備の建設等
の行為に関する規定を設けることで、景観上の影響を未然に防止し、住民の良好な居住環境を将来の世代に継承する
ことを目的としています。
　この条例により、業者は事前に村に協議することになります。事前協議終了後、周辺住民等に説明会を行います。
　トラブルを未然に防止するよう、この説明会後に意見の申出や、協定を結ぶことができます。
　詳しくは、環境課までお問い合わせください。

Ｒ５．４．１施行

①　規制の対象 事業区域面積　300㎡以上　又は　発電設備の出力10kw以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※10ｋｗ未満も届出が必要になります。
②　禁止区域 砂防指定地。地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域、土砂災害特別警戒区域
③　抑制区域 住民の生命及び財産の保護、住民の生活環境並びに良好な景観形成及び豊かな自然環境

の保全を図るため、太陽光発電設備事業を行わないよう協力を求める区域

事 前 協 議

■申請フロー図

村

周
辺
住
民 

・ 

自
治
会
等 事

　
　業

　
　者

協　議

協定締結申出

協議内容報告

許 可 申 請

諮 問 ・ 答 申 審 議 会

許可（不許可）決定

着手届・（計画変更申請）・完了届

適合検査・検査結果通知

立入検査／指導・助言・勧告

事業承継／廃止届

事前協議終了通知

説 明 会

意見申出

阿智村太陽光発電設備の設置等に関する条例が制定されました

問　環境課　環境係（内線 251）
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３
月
議
会
定
例
会

３
月
議
会
定
例
会

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

阿
智
村
長　

熊
谷

　
秀
樹

阿
智
村
長　

熊
谷

　
秀
樹

（
は
じ
め
に
）

　
今
年
の
冬
も
大
変
寒
い
毎
日
が
続
き
ま

し
た
が
、
３
月
に
な
り
、
駒
場
や
昼
神
温

泉
を
中
心
に
ひ
な
ま
つ
り
街
道
事
業
も
始

ま
り
、
卒
業
の
シ
ー
ズ
ン
、
春
の
足
音
が

一
歩
ず
つ
近
づ
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
国
の
方

針
に
よ
り
５
月
連
休
明
け
よ
り
５
類
に
移

行
し
、
感
染
者
の
外
出
自
粛
や
医
療
機
関

へ
の
受
診
な
ど
こ
れ
ま
で
と
対
策
が
大
き

く
変
わ
り
、
例
え
ば
マ
ス
ク
の
着
用
も
個

人
の
判
断
に
委
ね
、
緩
和
す
る
方
針
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
約
３
年
の
長
い
辛
い
コ
ロ

ナ
禍
の
生
活
に
や
っ
と
明
る
い
兆
し
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
行
事
、
ま
つ
り

も
徐
々
に
復
活
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、
農
業
も
始
ま
り
、

人
の
移
動
が
始
ま
り
、
産
業
が
活
性
化
す

る
事
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
第
６
次
基
本
構
想

後
期
計
画
に
つ
い
て
）

　
第
６
次
の
基
本
構
想
後
期
計
画
を
約
１

年
間
か
け
内
部
で
検
討
し
、
そ
の
後
、
各

地
域
、
団
体
、
計
画
審
議
会
等
で
意
見
を

聞
い
て
参
り
ま
し
た
。
前
述
し
ま
し
た
よ

う
に
世
界
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
こ
の
数
年
の
計
画

が
ほ
ぼ
見
直
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
我
々

の
生
活
様
式
、
考
え
方
ま
で
も
が
変
わ
り
、

計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
世
界
平
和
へ
の
願
い
、
物
価
高
騰
、
少

子
化
の
加
速
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
事
が

起
き
た
前
期
の
５
年
間
で
し
た
。

　
将
来
像
「
阿
智
家
族
」
の
想
い
の
中
で
、

第
６
次
基
本
構
想
の
横
断
的
な
施
策
大
綱

を
確
認
し
ま
す
と
「
定
住
人
口
の
確
保
、

維
持
」「
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地

域
力
」「
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
の
４
本
の
柱
で
、
基
本
目

標
、
大
綱
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
中
で
、
後

期
も
、
ど
れ
に
も
共
通
す
る
横
断
的
な
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
健
康
意

識
の
高
さ
、
地
方
の
時
代
、
田
園
回
帰
の

流
れ
、少
子
化
、環
境
、防
災
な
ど
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
例
え
ば
「
定
住
人
口
の

確
保
」
で
は
少
子
化
対
策
や
定
住
補
助
金

等
の
思
い
切
っ
た
政
策
の
展
開
、
保
育
園

や
小
学
校
の
将
来
に
向
け
た
検
討
、
そ
し

て
「
健
康
づ
く
り
」
で
は
体
制
の
強
化
や
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

交
通
を
含
め
た
体
制
の
記
述
も
し
て
あ
り

ま
す
。

　
「
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
」
で
は
星
空
、
花
桃

の
日
本
一
、
温
泉
を
軸
に
、
産
業
界
が

確
実
に
連
携
し
て
数
年
後
に
花
が
咲
く

よ
う
な
種
を
蒔
い
て
い
く
計
画
に
し
て

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
リ
ニ
ア
や
三
遠
南
信
自
動
車
道

開
通
の
新
時
代
に
向
け
た
将
来
の
村
の

姿
や
、
計
画
的
な
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
計
画
し
、
そ
し
て
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
工
事
に
つ
い
て
は
５
年
前

と
は
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
安
全
に
工
事
が
進
む
よ
う
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
計
画
し
て

い
き
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
は
、
こ
の
後
期
計
画
と
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
の
予
算
の
骨
格
を
、
地
区
懇

談
会
、
各
団
体
の
懇
談
会
、
計
画
審
議
会

等
を
昨
秋
か
ら
開
催
さ
せ
て
頂
き
、
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
上
程
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
令
和
５
年
度

重
点
施
策
に
つ
い
て
）

　
そ
の
中
で
令
和
5
年
度
は
特
に
、
日
本

中
で
も
、
そ
し
て
当
村
で
も
大
変
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
少
子
化
対
策
と
し
て
、

さ
ら
な
る
戦
略
で
定
住
に
力
を
入
れ
る
こ

と
。
そ
し
て
昨
年
秋
に
平
谷
、
根
羽
と
の
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西
部
3
村
で
、
力
を
入
れ
て
い
く
コ
ン
セ

プ
ト
「
南
信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
」
を

宣
言
し
た
展
開
か
ら
、
環
境
に
力
を
い
れ

る
こ
と
。
そ
し
て
リ
ニ
ア
、
三
遠
南
信
自

動
車
道
が
開
通
す
る
数
年
後
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
力
を
い
れ
る
こ
と
を

中
心
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
人
口
は
残
念
な
が
ら
年
平
均
70
～
80
人

の
減
少
で
あ
り
、
今
ま
で
の
交
流
人
口
増

加
に
よ
る
戦
略
や
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
は
即
効
性
が
な
い
状
況
か
ら
、
例
え
ば

「
ふ
る
さ
と
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
と

し
て
、
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
学
生
が

地
元
に
就
職
す
れ
ば
返
還
の
一
部
を
村
で

負
担
す
る
、
県
下
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い

制
度
や
、
寄
付
頂
い
た
空
き
家
を
村
で
改

修
し
、
賃
貸
で
住
ん
で
も
ら
う
事
業
、
そ

し
て
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る

阿
智
村
の
施
策
を
も
っ
と
全
面
的
に
打
ち

出
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
も
っ
と
工
夫
し

P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
政
策
が
人
口
増
ま
た
は
維
持
に
つ

な
が
る
よ
う
村
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
環
境
で
は
、
環
境
関
係
条
例
を
整
備
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
や
C
O
2

削
減
の
た
め
、
E
V
車
の
充
電
設
備
や

光
害
対
策
防
犯
灯
設
置
な
ど
力
を
入
れ
て

参
り
ま
す
。

　
又
、
ま
ち
づ
く
で
は
リ
ニ
ア
新
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
以
前
よ
り
検
討
委
員

会
で
協
議
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
実
施
し
て
き
た
「
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新

時
代
構
想
」
等
を
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
、
村
の
他
の
施
設
計
画
と
合
わ
せ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
も
っ
て
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
既
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
昼
神
温
泉
出
湯
50
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。
11
月
26

日
い
い
風
呂
の
日
に
は
、
村
全
体
で
お
祝

い
し
、
昼
神
温
泉
の
歴
史
を
学
び
、
地
域

の
誇
り
と
し
て
さ
ら
に
愛
す
る
温
泉
郷
と

し
て
、
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
本
年
は
阿
智

の
夏
祭
り
や
、
運
動
会
、
地
域
の
お
祭
り
、

文
化
祭
な
ど
コ
ロ
ナ
前
の
賑
や
か
な
行
事

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
総
予

算
58
億
7
千
9
百
万
円
を
計
上
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

「
く
ら
し
・
い
き
が
い
・
協
働
」

　
定
住
関
係
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し

て
き
た
阿
智
家
族
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
定
住

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
継
続
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
の
発
信
、
南

信
州
広
域
連
合
や
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
協
力
し
て
首
都
圏
、
中
京
圏

へ
の
広
報
活
動
、
住
宅
新
増
改
築
等
支
援

金
の
活
用
な
ど
、
定
住
施
策
に
前
向
き
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
又
、
民
間
会
社
や
個
人
の
方
が
、
賃
貸

住
宅
を
建
設
し
た
場
合
の
建
設
費
用
に
補

助
金
を
支
援
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

空
家
の
利
活
用
も
積
極
的
に
行
い
、
地
域

で
活
動
す
る
皆
さ
ん
へ
の
補
助
制
度
を
新

規
で
立
ち
上
げ
ま
す
し
、
集
落
維
持
の
た

め
に
草
刈
り
機
の
貸
し
出
し
事
業
な
ど
行

い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
現

在
73
％
で
す
が
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
改
め

て
申
し
ま
す
と
、
く
ら
し
の
中
で
さ
ら
に

便
利
に
な
る
点
と
し
て
は
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
等
の
発
行
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
対
応
で
き
ま
す
。
飯
田
勤

め
の
方
や
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す

方
に
と
っ
て
は
便
利
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
又
、
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
庁
舎
内
の
横
の
連
携
と
、
企
業
や

様
々
な
団
体
に
も
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
積
極
的
に

登
用
し
外
か
ら
見
た
阿
智
村
の
よ
さ
を
引

き
出
し
、
地
域
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
る

事
を
期
待
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

も
工
夫
し
た
サ
イ
ト
と
返
礼
品
で
事
業
拡

大
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

「
教
育
・
文
化
・
地
域
愛
」

　
子
供
達
が
阿
智
村
を
愛
し
、
進
学
や
就

職
で
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
か

は
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
為
、

な
ん
と
い
っ
て
も
教
育
は
大
切
で
あ
り
ま

す
。

　
5
年
度
は
子
育
て
世
帯
を
包
括
的
に
支

援
す
る
国
の
方
針
に
よ
り
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
向
け
て
準
備
し
て
い

き
ま
す
。
保
育
園
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ん

定
住
促
進
情
報
発
信
事
業

３
９
２
万
円

定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅

新
増
改
築
等
支
援
金

１
，５
０
０
万
円

空
き
家
を
活
用
し
た

住
宅
整
備

１
，６
１
０
万
円

ふ
る
さ
と
奨
学
金
返
還

支
援
補
助
金

２
７
０
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

４
，２
６
１
万
円

自
治
会
活
動
支
援
金

２
，１
４
０
万
円

C
A
T
V
運
営
事
業

６
，９
９
４
万
円
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と
の
子
ど
も
の
連
絡
を
効
率
よ
く
ネ
ッ
ト

で
で
き
る
保
育
園
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

又
、
今
ま
で
家
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
紙
お

む
つ
を
、
園
で
回
収
す
る
事
業
を
始
め
ま

す
。
小
中
学
校
で
は
、
給
食
の
食
材
の
値

上
が
り
の
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
牛
乳
代

の
半
額
を
村
で
負
担
す
る
事
で
、
家
庭
に

負
担
が
及
ば
な
い
よ
う
に
致
し
ま
す
。
そ

し
て
、
L
E
D
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
充
実

し
た
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
、
算
数
・

数
学
検
定
補
助
や
対
策
講
座
の
開
設
を
行

い
ま
す
。

　
又
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
児
童
家
庭
相
談
員
の
配
置
に

よ
る
、
き
め
細
や
か
な
相
談
業
務
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
ふ
る
さ
と
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

化
し
て
地
域
を
愛
し
、
自
然
や
歴
史
、
地

域
資
源
を
体
験
す
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

「
福
祉
・
健
康
・
医
療
」

　
健
康
で
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
が

生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
当
村
で
は
あ
ち

健
康
プ
ラ
ン
21
に
沿
っ
て
、
年
代
別
の
健

康
増
進
、
ト
リ
プ
ル
A
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

特
定
健
診
の
充
実
に
よ
り
、
村
民
の
健
康

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
体
制
の
充
実
と
し
て
、
新
年
度
か

ら
定
額
料
金
で
タ
ク
シ
ー
を
使
い
、
村
内

の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
体
制
を
取
り

ま
す
。
又
、
浪
合
、
清
内
路
、
伍
和
の
診

療
所
に
片
道
1
0
0
円
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
も
始
め
、
往
診
体
制
と
併
せ
特

に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
に
力
を
入
れ

て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
治
療
や
そ

の
副
作
用
で
外
見
の
変
容
が
生
じ
て
い
る

方
へ
経
済
的
支
援
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

助
成
」
や
、
出
産
子
育
て
応
援
支
援
に
力

を
入
れ
、
昨
年
好
評
で
あ
っ
た
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
健
康
の
意
識
向

上
に
努
め
ま
す
。
健
康
福
祉
施
設
あ
り
方

を
検
討
す
る
保
健
福
祉
審
議
会
の
中
間
答

申
が
ま
と
ま
り
、
引
き
続
き
具
体
策
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

「
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
」

　
観
光
を
基
軸
と
し
た
産
業
振
興
を
め
ざ

す
た
め
、
多
く
の
観
光
客
に
い
か
に
阿
智

村
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
か
、
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
り
、
こ
の
村
が
潤
い
、

定
住
人
口
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
阿
智
昼
神
観
光
局
の
目
的
の

一
つ
に
、
観
光
と
商
工
業
と
農
業
を
つ
な

ぐ
連
携
し
た
事
業
展
開
で
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
う
ま
く
か
み
合
い
相
乗
効
果
で
経

済
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
そ
の
き
っ
か
け
と
し
た
い
の
が
、
本
年

で
昼
神
温
泉
出
湯
50
周
年
記
念
関
連
事
業

で
す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、
特
に
住
民
の

皆
さ
ん
が
誇
り
と
愛
す
る
事
を
再
確
認
し
、

子
ど
も
達
や
農
商
工
の
皆
さ
ん
と
の
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
の
で
是
非
、
様
々
な
場

面
で
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
、
阿
智
の

特
色
を
生
か
し
た
振
興
策
と
し
て
、
以
前

か
ら
研
究
し
て
き
ま
し
た
「
ぶ
ど
う
」
の

栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。
数
軒
の
農
家
の

皆
さ
ん
が
作
り
始
め
て
い
ま
す
が
、
産
業

振
興
公
社
が
中
心
と
な
り
、
生
食
用
、
ワ

イ
ン
用
を
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
の
春
か

ら
植
え
始
め
ま
す
。
数
年
後
に
観
光
産
業

と
し
て
阿
智
の
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
12

診
療
所
の
運
営

４
，９
８
０
万
円

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

５
，８
０
０
万
円

高
齢
者
等
交
通
サ
ー
ビ
ス

事
業

２
１
０
万
円

福
祉
施
設
等
の
整
備

６
，８
１
１
万
円

各
種
健
診
事
業
等
の
実
施

１
，６
３
７
万
円

予
防
接
種
事
業

２
，４
５
５
万
円

母
子
保
健
事
業

１
，７
４
３
万
円

地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業

２
，９
７
０
万
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業

３
，１
８
０
万
円

牛
乳
代
補
助
に
よ
る

学
校
給
食
支
援

９
０
２
万
円

保
育
園
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

７
９
３
万
円

紙
お
む
つ
回
収
事
業

８
１
万
円

わ
た
し
た
ち
の
阿
智
村

自
然
編
編
纂
事
業

２
５
６
万
円

昼神 50 周年
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
回
収

３
８
９
万
円

ご
み
分
別
ア
プ
リ
導
入

１
５
万
円

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備

１
，９
８
２
万
円

村
道
林
道
の
整
備

４
，７
７
９
万
円

伏
谷
橋
撤
去
工
事

１
４
，７
６
４
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

検
査
費
用
助
成
事
業

３
３
５
万
円

村
内
巡
回
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
運
行

３
，５
６
６
万
円

観
光
事
業
の
補
助
金

１
１
，４
５
０
万
円

昼
神
温
泉
出
湯
50
周
年

記
念
事
業

３
，０
０
０
万
円

花
桃
ま
つ
り
・
花
桃

管
理
事
業

１
，３
５
０
万
円

産
業
振
興
公
社
助
成
金

３
，５
１
０
万
円

販
売
を
目
的
と
し
た

農
産
物
生
産
へ
の
支
援

２
，０
３
２
万
円

森
林
整
備
事
業

６
，３
９
０
万
円

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

１
，７
３
２
万
円

商
工
会
事
業
補
助

１
，２
４
０
万
円

月
に
中
学
3
年
生
と
の
懇
談
の
中
か
ら
提

案
し
て
頂
い
た
「
農
業
機
械
・
農
機
具
バ

ン
ク
」
の
し
く
み
を
検
討
し
ま
す
。
使
わ

れ
て
い
な
い
農
機
具
を
有
効
利
用
す
る
た

め
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も

り
で
す
。
又
、
南
信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー

ク
の
事
業
の
一
環
で
、
西
部
地
区
の
若
手

農
業
者
が
ま
と
ま
り
、
6
次
産
業
商
品
の

開
発
や
、
と
う
も
ろ
こ
し
ま
つ
り
を
夏
に

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
里
山
の
風
景
を
残
す
森
林
事
業
に
は
さ

ら
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
美
し
い
阿
智
村
の

里
山
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
里
山
整

備
に
活
動
し
て
頂
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お

陰
で
、
村
内
の
里
山
が
整
備
さ
れ
て
い
く

実
感
を
思
う
最
近
で
す
が
、
そ
の
皆
さ
ん

に
補
助
制
度
の
新
設
や
、
林
道
の
路
網
整

備
や
支
障
木
伐
採
事
業
を
行
い
ま
す
。
竹

や
木
の
粉
砕
機
も
購
入
し
、
パ
ウ
ダ
ー
状

態
に
し
土
壌
改
良
材
等
、
様
々
な
可
能
性

も
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

「
環
境
・
防
災
・
安
心
」

　
環
境
で
は
、
前
述
の
施
策
に
加
え
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
回
収
や
ス
マ
ホ
に
情
報

が
入
る
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
り

ご
み
の
適
正
分
別
と
排
出
者
の
利
用
性
向

上
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
水
道
下
水
道
で

は
子
供
の
み
で
な
く
大
人
も
自
分
の
飲
む

水
が
ど
こ
か
ら
来
る
か
、
ど
こ
へ
流
れ
る

か
、
し
く
み
な
ど
学
習
す
る
事
で
、
安
心

し
た
水
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

事
業
を
行
い
ま
す
。
又
、
上
下
水
道
共
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
を
計
画
し
ま
す
。

　
道
路
等
の
整
備
で
は
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
や
、
各
地
域
か
ら
要
望
の
出
て
い
る

も
の
か
ら
緊
急
性
、
重
要
性
等
に
よ
り
整

備
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、
老
朽
化
し
た

中
央
道
の
上
に
か
か
っ
て
い
る
伏
谷
橋
撤

去
の
工
事
を
大
き
く
予
算
計
上
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
で
は
、
団
員
減
少
の
傾
向

か
ら
、
待
遇
等
改
善
に
よ
っ
て
加
入
促
進

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
団
員

報
酬
、
出
動
手
当
の
見
直
し
、
訓
練
内
容

の
改
善
も
消
防
団
と
相
談
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対

応
で
は
、
環
境
調
査
委
託
料
を
拡
充
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
は
、
国

の
助
成
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
村
費
で

検
査
費
用
助
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

　
以
上
、
令
和
5
年
度
の
主
な
事
業
で
す
。

新
た
な
夢
に
向
か
っ
た
新
規
事
業
も
多
く

組
み
入
れ
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
中
で
、
繰

り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
定
住
に
向
け
た

事
業
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
、

重
き
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
共
存
社

会
の
中
で
、「
阿
智
家
族
」
の
精
神
で
、
住

民
が
助
け
合
い
協
力
し
合
っ
て
乗
り
越
え
、

阿
智
村
も
新
た
な
輝
き
を
刻
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
議
会
審
議
）

　
本
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
は
、

条
例
案
件
6
件
、
議
会
の
議
決
が
必
要
な

案
件
8
件
、
予
算
案
件
6
件
で
あ
り
ま
す
。

　
条
例
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
職

の
職
員
で
消
防
団
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
他
5
件
、
上

程
の
都
度
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
予
算
案
件
は
、
令
和
5
年
度
阿
智
村
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
の
議
決
を

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
5
8
億
7
千
9
百
万

円
と
昨
年
度
当
初
予
算
5
7
億
7
千
万
円

と
比
較
し
、
1
億
9
百
万
円
の
増
で
あ
り

ま
す
。
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歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
で
前
年
度

よ
り
4
4
，0
4
1
千
円
増
の
7
0
4
，

3
0
3
千
円
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
よ

り
6
0
，0
0
0
千
円
増
の
2
，6
6
0
，

0
0
0
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

基
金
繰
り
入
れ
は
、
村
道
整
備
等
に

財
政
調
整
基
金
か
ら
4
8
7
，0
0
0
千

円
、
え
ん
ば
な
や
各
小
学
校
の
改
修
工
事

等
に
、
公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら
8
3
，

9
0
0
千
円
な
ど
、
前
年
度
よ
り
1
0
3
，

3
3
1
千
円
の
増
と
な
り
、
繰
り
入
れ
総

額
は
7
0
3
，7
1
4
千
円
と
な
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
主
な
事
業
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
内
容
に

つ
い
て
は
「
事
業
等
計
画
書
」
を
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
特
別
会
計
で
す
が
、

　
阿
智
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
、
事
業
勘
定
で
歳
入
歳
出
総
額
4
6
5
，

9
0
0
千
円
、
直
営
診
療
所
勘
定
で
歳
入

歳
出
総
額
4
9
，8
0
0
千
円
、
阿
智
村

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
総
額

8
6
3
，8
0
0
千
円
、
阿
智
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
総

額
7
8
，9
0
0
千
円
、
阿
智
村
水
道
事

業
会
計
は
、
収
入
（
収
益
的
収
入
、
資
本

的
収
入
）
予
算
総
額
3
1
1
，6
4
0
千

円
、
阿
智
村
下
水
道
事
業
会
計
は
、
収
入

（
収
益
的
収
入
、
資
本
的
収
入
）
予
算
総

額
5
7
1
，3
7
4
千
円
、

　
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
。
上
程
の
都
度
詳
し
く
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　
南
信
州
で
は
昨
年
12
月
22
日
、
リ
ニ
ア

長
野
県
駅
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
工
事
の
動
き
が
一
歩
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
内
で

は
、
清
内
路
地
区
に
お
い
て
斜
坑
及
び
本

線
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
資
機
材

の
運
搬
経
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
村
道

1–

20
号
線
の
改
良
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
J
R
か
ら
は
、
昨
年
5
月
に

発
生
土
置
き
場
の
候
補
地
と
し
て
、
斜
坑

近
く
の
ク
ラ
ラ
沢
を
提
示
さ
れ
た
わ
け
で

す
が
、
地
形
、
地
質
、
工
事
方
法
、
安
全

性
に
つ
い
て
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
の
皆
様

を
中
心
に
専
門
家
や
、
県
な
ど
と
慎
重
な

論
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
3
月
2
日
に
は
実
際
に
現
地
調
査
に
も

入
っ
て
頂
い
た
岐
阜
大
学
の
地
盤
工
学
専

門
教
授
の
沢
田
和
秀
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

学
習
会
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
経
過
を
経
て
、
15
日
に
は
村
主
催
の

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
村
と
し
て
は
、
今
ま
で
通
り
住
民
の
皆

さ
ん
に
寄
り
添
い
、
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ

ら
に
着
実
に
対
応
す
る
と
共
に
、
地
域
住

民
の
生
活
へ
の
影
響
を
極
力
排
除
す
る
こ

と
と
、
何
よ
り
将
来
的
な
安
全
性
が
担
保

で
き
る
よ
う
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
県
議
会
議
員
選
挙
も
約

1
か
月
後
に
迫
り
、
飯
田
下
伊
那

地
区
の
各
陣
営
も
活
発
化
し
て
き

て
お
り
、
今
後
4
年
間
の
県
政
を

占
う
大
切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。

当
村
と
し
て
前
回
よ
り
も
投
票
率

ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
広
報
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
ま
で
要
望
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
「
飯
田
南

道
路
」
が
事
業
化
に
な
る
見
込
み

の
情
報
を
頂
い
て
お
り
、
一
気
に

工
事
が
進
ん
で
い
く
事
に
な
り

そ
う
で
す
。
阿
智
村
に
と
っ
て

は
、
飯
田
方
面
へ
の
通
勤
通
学
の

渋
滞
緩
和
、
リ
ニ
ア
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
永
年
の
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
を
含
め
、
南
信
州

全
体
が
リ
ニ
ア
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
開

通
や
大
学
誘
致
の
明
る
い
未
来
に
期
待
を

込
め
つ
つ
、
我
が
村
が
、
輝
く
自
治
体
と

し
て
一
人
ひ
と
り
が
元
気
と
知
恵
を
出
し

て
、
素
晴
ら
し
い
阿
智
村
を
め
ざ
す
た
め

に
、
多
く
の
村
民
の
方
の
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
、
令
和
5
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
以
上
3
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昼神温泉の赤い橋をリニューアルしました
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東山道・園原ビジターセンターは きゝ木館
企画展「あちのさくら展」

　阿智村には天然記念物の銘桜から、里山を彩る山桜まで様々な桜があります。
　日本で「お花見」といえば桜の観賞をさすように、人にとって身近で関わりの深い花といえます。
　本展示では人と桜の関わりの歴史を紹介するとともに、阿智村の桜の写真、地元作家のつくる桜をテーマにした
作品を展示します。

・日　程 3月18日(土)～5月21日(日)
 ※火曜休館、5月8日までは無休
・時　間 午前9時30分～午後4時30分
・観　覧 無料

併設のカフェ「ほうきの木」では、
桜をイメージした

「あちのさくら展限定ドリンク」が
あります

清南寺の夫婦桜（清内路）2021 年撮影

昼神温泉郷（昼神）2022 年撮影 校庭のブランコと桜（伍和）1960 年 熊谷元一撮影

六道の桜（伍和）2022 年撮影 御所桜（浪合）2020 年撮影
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阿智村の自慢阿智村の自慢 村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。
村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。

はじめてのおさんぽ、いってきまーす！

あふち保育園

阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村阿智村ののののののののの

あふち保育園あふち保育園 智里西保育園

元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。元気な子どもたちをご覧ください。

智里西保育園智里西保育園

伍和保育園

はじめてのおさんぽ、いってきまーす！

伍和保育園伍和保育園 浪合保育園浪合保育園浪合保育園

智里東保育園智里東保育園智里東保育園 清内路保育園清内路保育園清内路保育園

今年は 7人のお友だちです。
元気いっぱいたくさん遊ぼうね！

こんにちは。
新しく 7人の花組さんが仲間になりました！

お友達といっぱい遊ぼうね～！

元気な男の子 6人の花組さん！
これからお兄さんお姉さん達と仲良くいっぱい遊ぶよ！

月組さん、星組さん　ご進級おめでとう！
今年度も元気いっぱい遊ぼうね☆

～保育園～
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阿智村の自慢阿智村の自慢 阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。
阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。

「6 年生を送る会」送る１～ 5 年生の思いと、送られる 6
年生の思いが一つにつながっていて感動的な会になりま
した。やさしくてすてきな6年生。中学でもがんばってね。
心があたたまる会になりました。5 年生の運営もバッチリ
でした。 　　　　　　　　　　　　 （阿智第二小学校）

５年生を中心に下級生達が、６年生のために心を込めて
準備した「６年生を送る会」。「誰かのために」行う学校
行事はとても大切な行事です。いつも優しく面倒を見てく
れた６年生、中学へ行っても自分らしく！

 （清内路小学校）

「6 年生を送る会がありました。各学年の出し物では、手
品あり、コントあり、演奏あり、劇あり･･･とそれぞれの
学年らしさで 6 年生への感謝の気持ちを表しました。最
後は、校長先生からの歌のプレゼントもあり、とても素
敵な会となりました。」 （浪合小学校）

この一年間、児童会やクラブ活動などさまざまなところ
で学校の中心となり、活躍してくれた６年生２４名が、
明るく笑顔で阿智中学校に巣立ちました。

（阿智第一小学校）

令和4年度３月、12名の６年生が本校を卒業していきま
した。卒業証書授与式では、卒業生による「旅立ちの日
に」の歌声が会場中に響きわたりました。４月から新し
い生活が卒業生も在校生も始まっています。

（阿智第三小学校）

自分達のゴールへのシュートインを目指した生徒達の一
日。ダッシュやジャンプを何度も繰り返しながら、１つの
ボールを巡って相手と競い合い、味方と力を合わせ、全
力を出しきってバスケットボールクラスマッチを楽しみまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　 （阿智中学校）

～学校～
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　【新任職員紹介】（4 月より新しく阿智高に加わった職員です。よろしくお願いします。）
国　　語　　教　　　諭　　　小島　弘資　　　　　　　芸　　術　　講　　　師　　　木下　剛亨
国　　語　　教　　　諭　　　竹村　晴子　　　　　　　外 国 語　　講　　　師　　　鎌倉　もえ
地歴公民　　講　　　師　　　川又　一郎　　　　　　　商　　業　　教　　　諭　　　坂下満智子
数　　学　　教　　　諭　　　竹松　幹生　　　　　　　行　　政　　主　　　幹　　　清澤　　勉
数　　学　　教　　　諭　　　三浦正二実　　　　　　　行　　政　　主　　　任　　　林　　弘志
理　　科　　教　　　諭　　　広瀬　邦仁　　　　　　　行　　政　　主　　　事　　　熊谷　好晃
芸　　術　　講　　　師　　　金子　侑樹　　　　　　　行　　政　　校 用 業 務　　　下平　　徹

　日頃の阿智高校へのご協力に感謝申し上げます。今年度も阿智高校をよろしくお願いいたします。

　地域政策コースの学習成果発表会を、1月 26 日 ( 木 ) に
開催しました。３年ぶりに中央公民館で開催し、ケーブルテ
レビでも放映していただきました。
　農業・観光・福祉の各エリアの生徒がそれぞれ授業で行っ
た実習・体験の紹介や地域の人たちとの関わり、専門的な体
験を通じて学んだことや自らの成長について発表しました。
　阿智村の皆様の協力のおかげで、地域政策コースの生徒
は、通常の授業では得られない体験的な学びができていま
す。今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　第 72 回卒業式が３月４日 ( 土 ) に行われ、103 名が卒業しました。３年間コロナ禍で苦しんだ学年でしたが、阿
智高校でしっかりとした力をつけ、輝かしい進路結果を残してくれました。特別進学コースを中心に、信州大学経法
学部応用経済学科をはじめ、4 年制大学に 20 名が合格したほか、医療系を多数含む多様
な進路を実現しています。就職でも、地元企業を中心に希望を叶え、地域政策コースからは、
飯田市役所への就職を果たしました。地域に出て学ぶ実践的な学びの成果が活かされまし
た。ありがとうございました。
　今春から共学となった飯田短期大学（旧飯田女子短期大学）にも本校の男子卒業生が進
学し、短大の入学式で新入生代表挨拶を務めました。
　在校生も頑張っています。英語検定 2 級に 2 年生 2 名が合格し、さらに準１級合格を目
指して、毎日神坂学習塾で勉強を続けています。このほかにも、漢字検定 2 級や数学検定
準２級に合格者があり、終業式で表彰を行いました。

　４月６日（木）に令和５年度の入学式が行われ、
元気でエネルギーに満ちあふれた新入生が入学し
ました。募集定員を上回る志願者があった入試を
乗り越えてきたこともあり、みな自信に満ちた表
情で入学式に臨んでいました。

　春の訪れとともに、新入生が入学しました。14 名の新任職員も迎え、教職員一同、生徒の成長のために、引き続
き全力をあげて教育活動に専念してまいります。本年度も何卒よろしくお願い申し上げます。

～ 地域政策コース学習成果発表会 ～

信州大学合格、4年制大学20名合格、飯田市役所合格

令和５年度　第 75 回入学式

信大に合格した原さん
（高陵中）

福祉エリア　手話によるパフォーマンス発表

1 学年担任紹介
A 組　三石　洋平（体育） B 組　赤羽　嶺（家庭）
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「美しく輝く未来へ」 第37回

／38

／318

／3
4.5

／324

Achi Photo report

－ 阿智村に入った瞬間に… －
阿智村長　熊　谷　秀　樹

阿智小中学校・平谷小学校
トルコ・シリア地震救援金を寄附

地域おこし協力隊
集落支援人活動報告

ひな祭り期間に「こまんば
マルシェ」を開催しました

小中学校転退職教員
役場訪問

　今回はパンや甘酒、五平餅、フルーツサンド、キッ
チンカーなど色々な食べ物屋さんも多く出店しました。
また、駒場の各所を巡るひな祭りクイズラリーをしまし
た。多くの方が訪れとても賑やかでした。次回は、５
月７日に開催します。ぜひお越しください。

　令和４年度末において村内小中学校から転退職され
る教職員 33 名が、役場へ挨拶に来られました。
　管理職関係では阿智第一小学校の松澤徹校長が勇
退、清内路小学校の宮澤昭二校長が阿南町の富草小
学校へ異動しました。
　教頭は第一小、第二小、清内路小の３名が異動とな
りました。

　阿智中学校生徒会が中心となり、阿智村・平谷村
小中学校の計 7 校からトルコ・シリア地震救援金を　
101,635 円ご寄附いただきました。この救援金は日本
赤十字社を通じて救援活動、復興支援等に使われます。
ご寄附いただいた皆様、ありがとうございました。

　地域おこし協力隊 4 人と集落支援員６組が活動を報
告しました。地域おこし協力隊は都市から阿智村へ移
住して活動しており、阿智村を選んだ理由や現在の取
り組み、今後やりたいことなどを報告しました。集落
支援員は携わっている分野の課題や、活動内容を報告。
空き家に関する取り組みや地元農産物の活用などにつ
いて話しました。参加者からは「工夫されていることに
関心しました。我々も協力していきたい」といった感想
がありました。

　令和５年度が始まりました。この 10 年間で一番
早く桜や花桃が咲き、コロナの影響が少なくなり、
園原の花桃まつりが４月 11 日から始まり、多くの
人で賑わいました。この時期多くの皆さんから、国
道 153 号線を飯田方面から車を走らせて来ると「阿
智に入った瞬間、桜や花桃など、本当に花がきれい
ですね」と感想を言われます。５月になるとハナミ
ズキや藤の花、そして何より新緑が素晴らしい季節

となります。上中関自治会が数年前ドウダンツツジ
も植えてくれてあります。阿智に入った瞬間、住民
の方のご協力により花がきれいな事は大変うれしい
ですし、ゴミが落ちていない、草も刈ってある。そ
んな気持ちのよい阿智村をめざしたいと思っていま
す。毎年、皆さんが道役や草刈作業をして頂いてい
ることに本当にありがたく、阿智村の誇りだと思っ
ています。これからもよろしくお願いいたします。
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年　金太郎

私たちの村 （4/1現在）私たちの村 （4/1現在）
人口……6,030人
男………2,948人
女………3,082人
世帯……2,330戸

人口……6,030人
男………2,948人
女………3,082人
世帯……2,330戸
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